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共同利用・共同研究申請書（随時募集）
京都大学霊長類研究所長 殿
	申請日
	　２０１　年　月　　日

	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	生年月日
	19  年  月  日

	所属機関・部局・研究室名
	

	職名
	

	所属先　住所
	〒
	

	電話
	

	Ｅメール
	


貴研究所共同利用・共同研究（随時募集）（継続・新規）に下記により申請します。
記
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	

	
	継続の場合、過去の採択番号：

	資料・試料（＊１）
	□提供を受ける。 → ［　］提供にかかる条件を遵守する。

□提供を受けない。


（＊１）霊長類研究所が所蔵する、または研究所飼育個体に由来する資料・試料の提供（譲渡または借用）を受ける場合は「提供を受ける。」、受けない場合は「提供を受けない。」の□を、■に変更してください。また、提供を受ける場合は［　］の中に◎を記入してください。

	大学院学生等（＊２）
	□該当する　→ ［　］指導教員・責任者から申請の許可を得ている。

□該当しない

	該当する場合　　　指導教員等の氏名、所属と連絡先
	指導教員名

所属

連絡先(E-mail)


（＊２）代表者が大学院学生・科学研究費補助金等のプロジェクト経費で雇用されている研究員・またはそれに相当する身分の場合は「該当する」、その他の場合は「該当しない」の□を、■に変更してください。また、該当する場合は［　］の中に◎を記入してください。
｢協力者｣には京都大学霊長類研究所の研究者は含みません。
	協力者１
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者２
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者３
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者４
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者５
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者６
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者７
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	協力者８
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	


	協力者９
	氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　）
	職名
	

	
	所属機関・部局・研究室名
	

	
	役割分担
	

	研究目的（予定の研究期間内に明らかにしようとする点を中心に、具体的に５００字程度で）
　

	研究計画・方法（具体的に５００字程度で）
　

	これまでの研究の経緯と成果（とくに、継続課題の場合は、その進捗状況や共同利用研究として継続して実施することの必要性について詳述のこと。）
　

	対応者コメント（必須、研究の重要性について評価し、過去に類似の研究を行ったことがある場合には、その進捗状況について記述してください）


	


次ページ以降は使用計画を記載する欄です。使う資料や材料、研究の様態に応じて、記入する欄が分かれます。該当するものの□を■に変更して、必要なページに記入をしてください。

　　□骨格等標本・保存試料を使用する。ただし所内での観察のみで、

　　　ＣＴ撮影や試料採取等はしない。 
→ 記入は不要

　　□骨格等標本・保存試料を使用する。使用法は上記以外。 
→ ５ページに記入


□サル（生体）を使用する。動物実験を含む。
→ ６〜９ページに記入

　　□所内飼育サルを使用する。観察のみで、動物実験を含まない。
→ １０ページに記入

　　□野外調査を行う。
→ １１ページに記入

□骨格等標本・保存試料・サル（生体）のいずれをも使用しない。   → 記入は不要
	研究区分
	　　　　　　　研究
	申請者氏名
	
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	


骨格等標本・保存試料の使用計画

【１. 研究所所蔵の骨格など標本資料の使用計画】（該当しない場合は記入不要です。）
	1．所外への借用を予定している（借用時に借用書が必要。）

　　借用先の名称と所外で行う理由：

2．ＣＴ撮像を予定している（該当するものに○印を付ける。所内外に関わらず、ＣＴデータ利用申請書が必要。）

　　イ）所内で撮像（撮像のべ数:          回)

　　ロ）所外で撮像（撮像機関：


　　）

3．試料の侵襲的採取を予定している。（採択後に試料移転契約書が必要。）

　　試料の種類（例: 切片、同位体サンプル）、保管方法、保管先（機関、研究者個人）:




【２. 保存試料の使用計画】（該当しない場合は記入不要です。）
	（採択後に試料移転契約書が必要。）

使用部位：（例：RNAlater 処理後冷凍保存されている脳を重複利用し、RNA を抽出する。一領野あたり1cm 角を希望）

取り扱い方法：（例：感染症等の予防のため、密封容器を用いて冷凍で輸送し、RNA 抽出までの操作は安全キャビネット内部で行う）




大型類人猿ネットワーク(GAIN)経由で霊長類研究所に保管されている資試料の活用を希望されている方は、
その旨使用計画書に記入してください。
	研究区分
	
	申請者氏名
	
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	


サル（生体）の使用計画（動物実験計画を含む研究）

【１. 研究計画・方法の詳細】
	（研究計画・方法の詳細具体的に記入する。動物に加える処置を具体的に記入し、後述の「想定される苦痛のカテゴリー」や「動物の苦痛の軽減・排除方法」等と整合性を持たせてください。特に、使用動物数の策定根拠を必ず記載すること。）
　


【２. 使用個体一覧】 （該当しない場合は記入不要です。）
	種　名
	性
	年　齢
	体　重
	頭数
	使用期間
	使用方法
	備　考

	例　ニホンザルまたはアカゲザル（同一種が望ましい）
	♀（♂も可）
	2〜3歳
	3〜4 kg
	3
	25.4.1〜25.6.30
	実験殺
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	研究区分
	
	申請者氏名
	
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	


【3. 動物実験の詳細】 （該当するものに○を付し、必要事項を記入してください。）
	1) 特殊実験区分（該当する計画のみ記述。該当項目すべてに○を付す。）

1. 感染実験　安全度分類：　a.BSL1  b.BSL2  c.BSL3

2. 遺伝子組み換え動物使用実験　区分：　a.P1A  b.P2A  c.P3A

3. 放射性同位元素・放射線使用実験

4．化学発癌・重金属実験等

	2) 実験の種類

1. 試験・研究　2．教育・訓練　3．その他

	3) 動物実験を必要とする理由

1　検討したが、動物実験に代わる手段がなかった

2．検討したが、代替手段の精度が不十分だった

3．その他

	4) 霊長類を必要とする理由（霊長類を利用した動物実験の場合、必ず記入する。）

　

	5) 想定される苦痛のカテゴリー（該当する区分に○をつけてください。カテゴリーは霊長類研究所編纂「サル類の飼育管理及び使用に関する指針(第3版)」第6章第2節を参照してください。）

　　　　　　　Ａ　　　　　Ｂ　　　　　Ｃ　　　　　Ｄ　　　　　Ｅ

	6) 苦痛軽減、排除の方法(該当する区分にすべてに○をつける)

1．短時間の保定・拘束及び注射など、軽微な苦痛の範囲であり、特に処置を講ずる必要はない

2．科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在せず、処置できない

3．麻酔薬・鎮痛剤等を使用する(具体的薬剤名及びその投与量・経路を以下に記入)

4．動物が耐えがたい痛みを伴う場合、適切に安楽死処置をとるなどの具体的な人道的エンドポイントとその処置を、以下に記述

5．その他(具体的内容は下記に記述。)



	7）実験殺の計画と安楽殺の方法　(計画されない場合は記入不要です)

	
	1） 
	安楽殺法： 
	a．　
	深麻酔下での放血

	
	
	
	b．　
	深麻酔下での灌流　①心臓灌流　②頸動脈灌流

	
	
	
	
	固定液の種類（ホルマリン　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

	
	
	
	c
	その他（方法は具体的に記入）：

	
	ロ）
	安楽殺後の処置および採取部位と量（例、頭部のみホルマリン灌流し他の部分は重複利用が可能。または、脳、臓器、血液、筋肉、骨、血管等を採取）



	8）手術またはバイオプシー(麻酔法、麻酔による副作用、手術部位、手術方法等を具体的に記入)

　

	9）生体から採血（採血する種名、頭数、時期等は、【2】の欄に記入）
なお、採血量の上限は１頭当たり5ml／kg／月

	
	イ）
ロ）
ハ）
	全血で
血清（血漿）で
その他
	
	ml／頭当たり必要　   または　全量で
ml／頭当たり必要　   または　全量で
	ml必要
ml必要

	10）薬物投与または有害物質を使用
　　　　薬物（有害物質）名：
　　　　投　与　法（量）等：
　　　　人体ならびに環境への危険性　　：　　　有　・　無 （○印を付ける）
　　　　危険性が考えられる場合の対処法：

	11) 与える統制や拘束等の方法と定量的説明（該当する項目すべて記入）

	11-a) モンキーチェアの利用がある

	モンキーチェアの説明と利用方法



	1回(1日)の使用時間
	拘束回数や頻度

	11-b)　飲水量を制限する(制限量を記述) 

	11-c)　給餌量を制限する(制限量を記述)

	11-d)　その他(栄養素の制限や体重統制など、その他具体的に記述)


	12）生体計測（レントゲン・ＭＲＩ撮影・ＣＴ撮影も含む）

部位：

１回あたりの強度：

回数：



	13）その他（上記以外の使用方法がある場合は、具体的に記入してください。）



	14）京都大学霊長類研究所動物実験計画書（所内対応者に事前に連絡を取り、所内対応者を通じてサル委員会への申請を行ってください。申請課題の番号が与えられます。その番号を対応者に確認の上、記入してください）

申請番号：
申請責任者氏名（原則として所内対応者と同一）：

	15）当該研究に関して所属機関での動物実験計画書等がありましたら、以下に記載してください。

所属機関での動物実験計画書の有無：　　有（申請中・承認済み）　　　　　無（必要なし）

（該当するものを残して下さい）　　

所属機関動物実験委員会等の名称と連絡先：
申請責任者氏名：


	研究区分
	
	申請者氏名
	
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	


飼育サルの使用計画（観察のみの研究）
　※動物実験の申請が必要かどうかについては所内対応者と相談してください。
【１. 研究計画・方法の詳細】
	観察方法等

イ）個体観察　

ロ）集団観察（希望する集団名）：　　　　　　　　　　　

ハ）その他

　観察方法：




【２. 使用個体一覧】 （該当しない場合は記入不要です。）
	種　名
	性
	年　齢
	体　重
	頭数
	使用期間
	使用方法
	備　考

	例　
ニホンザル
	♀♂
	2〜3歳
	3〜4 kg
	約20
	25.4.1〜25.6.30
	行動観察
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	研究区分
	
	申請者氏名
	
	所内対応者氏名
	

	研究題目
	


野外調査の計画
【１. 研究計画・方法の詳細】
	1)調査地：

2)捕獲を伴う場合は、法的許可（捕獲に関する許可、麻薬使用に関する許可など）の取得についての記述（予定）：
3) 「野生霊長類を研究するときおよび野生由来の霊長類を導入して研究するときのガイドライン」に準拠するための方法:
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